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１. はじめに 

物流施設内の貨物自動車に荷物を積み替える箇所（トラックドック）の舗装は，剛性の高いコンク

リート舗装とされることが多い。一方，トラックドックへの進入路の舗装は，アスファルト舗装や半

たわみ性舗装などとされていることが多いが，貨物自動車が同じ位置を通ることが多く，タイヤによ

るねじれやブレーキ制動によるせん断力，低速度で重荷重が作用することから，わだち掘れやひび割

れによる段差等の不具合が生じる場合がある。これら不具合が発生した場合は，荷崩れや荷傷みの発

生の可能性が高まることから，舗装は補修されることが望ましい。しかし，日夜絶え間なく荷物が搬

出入される物流施設では舗装の補修は容易ではないことから，その舗装は，わだち掘れやひび割れ等

が発生しにくく耐久性が高いこと，補修に時間を要しないことなどの性能・機能を有するものが望ま

れている。 
上記のような背景の下，当社が開発し保有する“重荷重が作用する環境においてもわだち掘れと疲

労ひび割れの発生を同時に抑制することができる特殊改質アスファルト 1）（以下，開発 As）”を，

物流施設内のトラックヤードの進入路において適用する機会を得た。本報では，開発 As および開発

As を用いたアスファルト混合物（以下，開発混合物）の基本的な性状を示すとともに，開発混合物を

物流施設内のトラックヤードへ適用した事例を紹介する。 
 

２．開発技術の概要 

２.１ 開発 As の概要 

開発 As は，SBS 樹脂と特殊石油樹脂を併用し，プロセスオイルには SBS 樹脂の B（ブタジェン）

の延伸性能を向上させる効果が高いものを使用した。これらの素材を使用することで，一般的にはト

レードオフの関係にあると言われる“ひび割れの発生を抑制する性状”と“塑性変形抵抗性を高める

性状”を同時に付与させたものである。表-１に開発 As の性状例を，ポリマー改質アスファルトⅡ型

（以下，改質Ⅱ型）を併記して示す。 
開発 As は温度応力緩和性や変形追従性に優れる

特殊改質アスファルトであり，以下に示す特徴を有

している｡（表-1 参照） 
①針入度指数 PI が 8.85 と大きく感温性が鈍い。 
②4℃伸度が 70cm と大きく低温時の延性が大きい。

③60℃粘度が 9,610（Pa・s）と大きい。 
④低温（-20℃）時の曲げひずみが大きい。 
⑤G＊sinδは小さく，G*/sinδは大きいことから、疲

労ひび割れ抵抗性と塑性抵抗変形性が高い。 
 

表-1 アスファルトの性状例 

項　目 開発Ａs 改質Ⅱ型

針入度　　　　　　1/10mm 114 55
軟化点　　　　　　　℃ 96.5 61.5
PI（針入度指数） 8.85 1.57
伸度（15℃）　　　　cm 92 86
伸度（4℃）　　　　cm 70 54
60℃粘度　　　　　Pa・s 9,610 1,475
フラース脆化点　　　℃ -38 -11
曲げひずみ（-20℃）×10-3 198.1 測定不可

G*sinδ（25℃） 39 642
G*/sinδ（60℃） 6.56 5.57
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